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市
外
の
保
育
所
等
を
利
用
し

て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、
保

育
料
を
助
成
し
ま
す

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
目
的
で
、
保
育
料
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の

施
設
を
利
用
し
て
い
る
お
子
さ
ん

の
保
護
者
の
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
施
設
か
ら
案
内
を
受
け

取
ら
れ
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

対
象
施
設

・
市
外
の
認
可
外
保
育
所

・
市
外
の
私
立
幼
稚
園

対
象
児
童　

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
児
童

助
成
内
容
等

　

左
表
の
と
お
り

助
成
方
法

　

利
用
し
て
い
る
施
設
を
通
し
て

助
成
し
ま
す
。

※�

市
内
の
認
可
外
保
育
所
、
私
立

幼
稚
園
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
順
次
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　

☎（
55
）５
１
１
２

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
へ

　

来
年
度
、
小
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
は
、
平
成
24
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

　

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
い
る

ご
家
庭
に
は
、
８
月
末
ま
で
に
就

学
時
健
康
診
断
実
施
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。　

次
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・‌�

来
年
度
子
ど
も
が
入
学
予
定
な

の
に
、
通
知
書
が
手
元
に
届
か

な
い
方

・‌�

本
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
お
子

さ
ん
で
、
来
年
度
、
本
市
の
学

校
へ
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

学
校
教
育
課
管
理
係

　

☎（
55
）５
１
５
１

司
法
書
士
に
よ
る

「
全
国
一
斉　

子
ど
も
の
た
め

の
養
育
費
相
談
会
」開
催

　

現
在
国
内
で
は
、
子
ど
も
の
貧

困
率
が
高
く
、
実
に
７
人
に
１
人

の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
に
置
か
れ

て
お
り
、
両
親
の
離
婚
後
に
養
育

費
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
て
い
る

世
帯
は
、
24
・
３
％
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
福
島
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会
と
全
国
青
年
司
法
書
士
協

議
会
で
は
、
平
成
27
年
よ
り
相
談

会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
も
、

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　

時　

９
月
８
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
受
け
付
け
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０（
５
６
７
）３
０
１

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

相
談
料　

無
料

そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

�

福
島
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
担
当
者
：
内
藤
）

　

☎
０
２
４
７（
61
）６
１
３
１

子 

育 

て

c
h
ild
 c
a
re

対象者 助成内容
（助成上限額）

認可外
保育所

市民税所得割額48,600円未満の
世帯の児童 保育料全額助成

※�ただし事業所内保育
所は、下記の金額を
上限に助成します。
３歳以上児
　…月額13,200円
３歳未満児
　…月額15,600円

市民税所得割額57,700円未満の
世帯の児童で、第２子以降に
当たる児童
市民税所得割額57,700円以上の
世帯の児童で、未就学児のみ
を数えて第２子以降に当たる
児童

上記以外の児童 月額5,000円を上限に
助成します。

私立
幼稚園

市民税所得割額非課税世帯の
児童

年額 70,800円
※�各施設で就園奨励費に
該当する場合、就園奨
励費差し引き後の保育
料に、上記金額を上限
に助成します。

市民税所得割額77,100円以下の
世帯で、第２子以降に当たる
児童
市民税所得割額77,101円以上の
世帯で、小学３年生以下の子
どものみ数えて第２子以降に
当たる児童
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９
月
20
日
か
ら
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

犬
・
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
ら
…

　

逃
げ
た
犬
・
猫
を
探
し
て
い
る

飼
い
主
の
方
や
犬
・
猫
を
保
護
し

て
い
る
方
は
、
福
島
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
、
警
察
署
、
市
役
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４（
９
５
３
）６
４
０
０�

　

二
本
松
警
察
署

　

☎（
23
）１
２
１
２

鑑
札
・
注
射
済
票

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

の
方
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
市
に
犬
を
登
録
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
犬
の
飼

い
主
の
方
は
、
登
録
の
際
に
配
布

さ
れ
た
鑑
札
や
狂
犬
病
予
防
注
射

の
際
に
配
布
さ
れ
た
注
射
済
票
を
、

犬
の
首
輪
等
に
付
け
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
番
号
に
よ
り
、
万
が

一
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
飼
い
主
が
見
つ
か
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
は
、
人
を
含
む
全
て
の

哺
乳
類
が
感
染
し
ま
す
。
こ
の
病

気
は
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の
隣
国

で
も
発
生
し
て
お
り
、
発
症
す
る

と
効
果
的
な
治
療
は
な
く
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
確
率
で
死
亡
し
ま
す
。

　

飼
い
主
と
愛
犬
を
守
る
た
め
、

毎
年
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
犬
の
無
駄
ぼ
え
の
苦
情

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
無
駄
ぼ

え
の
原
因
を
取
り
除
き
、
根
気
よ

く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
散
歩
中
に
ふ
ん
を
さ
せ

た
と
き
は
、
必
ず
家
に
持
ち
帰
っ

て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
犬
・
子
猫
が
生
ま
れ
た
と
き
、

す
ぐ
に
新
し
い
飼
い
主
が
見
つ
か

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
飼
う
こ
と

が
で
き
な
い
犬
・
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
オ
ス
・
メ
ス
と
も
に

不
妊
手
術
が
重
要
で
す
。

　

猫
は
近
隣
へ
の
迷
惑
防
止
の
た

め
に
も
、
室
内
飼
育
を
お
勧
め
し

ま
す
。

野
良
猫
へ
の
エ
サ
や
り
に
つ
い
て

　

野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
エ
サ
や

り
は
、
集
ま
っ
て
き
た
猫
の
ふ
ん

尿
で
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
集

ま
っ
た
猫
が
子
猫
を
産
ん
で
不
幸

な
猫
を
増
や
し
て
し
ま
う
な
ど
、

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
自
分
で
育
て
る
意

思
の
な
い
猫
に
対
し
て
は
、
無
責

任
で
安
易
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

９
月
は『
不
法
投
棄
防
止

強
調
月
間
』で
す

　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
市
で
は
、
不
法
投
棄

の
禁
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
道
路
脇
や
待
避
所
な

ど
に
、
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
っ
た
ご
み
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
林
道
の

の
り
面
な
ど
に
は
、
家
電
製
品
、

タ
イ
ヤ
、
車
両
部
品
な
ど
大
量
の

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
全
て
不
法
投
棄
で
す
。

一
人
一
人
が
不
法
投
棄
は「
犯
罪
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、「
不

法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
は「
犯
罪
」で
す
！

　

通
報
が
あ
っ
た
不
法
投
棄
ご
み

の
調
査
を
し
、
状
況
に
応
じ
て
警

察
と
連
携
し
な
が
ら
、
投
棄
者
を

捜
索
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
罰
則

　

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１

千
万
円
以
下
の
罰
金（
法
人
等
に

あ
っ
て
は
、３
億
円
以
下
の
罰
金
）

と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎（
55
）５
１
０
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

二本松市奥岳温泉
あだたら高原スキー場

TEL 0243-24-2141
http://www.adatara-resort.com

絶景の露天風呂
あだたら山　奥岳の湯
●営業時間　10時～20時

●料　　金 大人 600円
小人 400円

※大人（中学生以上）、小人（４歳以上）

（天候により
　運休する場合がございます）

９月17日（月・祝）まで毎日
営業時間：19時～21時（上り最終20：30）

ロープウェイ特別料金
　大人：1,200円
　小人：    700円

あだたらイルミネーション

環
境
衛
生

e
n
viro
n
m
e
n
t h
yg
ie
n
e
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家
族
介
護
教
室

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で

　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

　

心
と
体
を
ほ
ぐ
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
、
介
護
に
つ
い
て
の
話
を

聞
い
た
り
、
悩
み
を
話
し
た
り
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

９
月
20
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会　

場

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
二
本
松

い
わ
し
ろ
紀
行（
西
勝
田
地
内
）

内　

容

①
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

　

講�

師　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

藤
野
美
緒 

氏

②
交
流
会

対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
家
族

等
を
介
護
し
て
い
る
方
ま
た
は
介

護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

９
月
18
日（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

・�

二
本
松
市
岩
代
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎（
24
）５
２
７
２

・
高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係

　

☎（
23
）３
６
０
０

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
受
講
生
募
集

　

介
護
に
頼
る
こ
と
な
く
健
康
な

生
活
を
送
り
、
家
庭
や
地
域
で
健

や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

介
護
予
防
事
業
や
各
種
サ
ロ
ン
な

ど
で
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア（
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
）を
養
成
し
ま
す
。
学
ん
だ

こ
と
を
地
区
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
い

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時（
全
５
回
コ
ー
ス
）

　

10
月
22
日（
月
）、
26
日（
金
）、

　

30
日（
火
）、
11
月
6
日（
火
）、

　

13
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
５
回
目
の
み
午
後
４
時
ま
で
。

会　

場　

岳
下
住
民
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
を
中

心
に
、
認
知
症
関
係
な
ど
に
つ
い

て
の
お
話
も
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

養
成
講
座
受
講
後
、
地
域
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な
市
民

受
講
料　

無
料

持�

参
物　

筆
記
用
具
・
飲
み
水
・

汗
拭
き
タ
オ
ル

※�

運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
10
日（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係

　

☎（
23
）３
６
０
０

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

課
程
受
講
生
募
集

　

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
初
歩
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学

習
す
る
と
と
も
に
、
聴
覚
障
が
い

者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
手
話

奉
仕
員
を
養
成
し
ま
す
。

日　

時（
全
24
回
）

・
９
月
27
日（
木
）

・
10
月
２
日
か
ら
平
成
31
年
３
月

　

19
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か

ら
午
後
８
時
30
分
ま
で
。

会　

場　

二
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー

受
講
対
象
者

・�

二
本
松
市
、
本
宮
市
、
大
玉
村

に
住
む
18
歳
以
上
の
方
で
、
平

成
31
年
度
開
催
予
定
の
基
礎
課

程
も
継
続
し
て
受
講
で
き
る
方

・�

受
講
中
に
案
内
す
る
聴
覚
障
が

い
者
福
祉
活
動
行
事
等
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
方

受
講
料　

無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
３
２
４
０

円
が
掛
か
り
ま
す
。
１
回
目
の

講
座
の
際
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

定　

員　

15
人

申
込
期
限　

９
月
20
日（
木
）

申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
、

各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク
ス
で
の

お
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
３

　

Fax（
22
）１
５
４
７

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

福
　
祉

w
e
lfa
re

お問い合わせ：道の駅安達（二本松市振興公社）☎0243-61-3100

９月の講座のご案内９月の講座のご案内９月の講座のご案内９月の講座のご案内 要予約 定員：お花のチャーム５人、
　　　ハーバリウム10人、一閑張12人

※申込〆切日を過ぎてもキャンセル等の都合により受講可能な場合も
　ありますのでお気軽にお問い合わせください。

【お花のチャーム講座（１回講座）】
開講日・時間
　９/２㈰　10：00～12：00
　９/５㈬　10：00～12：00
料　　金：1,200円
申込〆切：各開講日の５日前

お申し込み・お問い合わせ：二本松市和紙伝承館（☎61－3200）

開講日・時間
　９/17㈪　11：00～12：00
　　　　　　13：00～15：00
料　　金：1,000円
申込〆切：各開講日の５日前

【ハーバリウム講座（１回講座）】

開 講 日：９/８㈯、13㈭、16㈰
時　　間：10：00～12：00
料　　金：600円（※材料費別途料金）
申込〆切：各開講日の前日

【毎月開催！一閑張講座】
・要予約、電話か窓口へ直接お申し込みください。
　（ＦＡＸやメールでの受付はしておりません）
・ハーバリウム講座は予約不要です。
・定員になり次第締め切らせていただきます。
・材料のみの販売はしておりません。

【注意事項】
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肢
体
不
自
由
者
来
所
相
談
会

　

補
装
具
の
購
入
・
修
理
、
医
療
、

そ
の
他
更
生
に
関
す
る
無
料
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

９
月
28
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
３
時

会�　

場　

福
島
県
障
が
い
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
県
庁
北
庁
舎
）

申
込
期
限　

９
月
21
日（
金
）

申�

し
込
み
方
法　

事
前
に
電
話
等

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

　

☎（
55
）５
１
１
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
お
お
た
ま
」

改
修
工
事
に
よ
り
休
業

　

高
齢
者
温
泉
等
利
用
健
康
増
進

事
業
と
し
て
、
市
で
は
70
歳
以
上

の
方（
要
介
護
の
方
を
除
く
）を
対

象
に
、
温
泉
施
設
等
を
利
用
し
た

費
用
を
助
成
す
る
利
用
券
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
施
設
の

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
お
お
た
ま
」（
大

玉
村
）が
改
修
工
事
の
た
め
休
業

と
な
り
、
次
の
期
間
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
用
で
き
な
い
期
間

　

９
月
３
日（
月
）

　
　
　

～
平
成
31
年
３
月

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
お
お
た
ま（
☎（
48
）２

０
２
６
）へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
４

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

講
習
会
受
講
者
募
集

日　

程　

　

10
月
25
日（
木
）

　
　
　
　

～
11
月
１
日（
木
）

※
土
日
を
除
く
６
日
間

会　

場　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

内�　

容　

本
講
習
に
お
い
て
試
験

を
実
施
し
、
資
格
取
得
も
可
能
。

対�

象
者　

働
く
意
欲
の
あ
る
55
歳

以
上
の
方
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

定　

員　

18
人

料　

金　

無
料

そ�

の
他　

講
習
開
催
日
の
１
カ
月

前
か
ら
募
集
開
始
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

�

福
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）６
０
８
１

健
康
長
寿
い
き
い
き
県
民

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

介
護
予
防
や
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ「
健

康
長
寿
い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
８
日（
月
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会　

場

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
展

示
ホ
ー
ル
C
、
屋
外
展
示
場

内�　

容　

医
師
で
あ
り
作
家
の
鎌

田
實
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
の
他
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
す
。

参
加
費　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　
�

い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
事
務
局

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）８
０
７
０

※�
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
で
、
土
日
・
祝
日

は
除
く
。

　

二
本
松
市
で
は
今
年
の
夏
、
７

月
の
観
測
史
上
で
は
過
去
最
高
と

な
る
37
・
７
度
の
気
温
を
記
録
。

こ
れ
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
温

と
海
水
温
の
上
昇
、
水
蒸
気
量
の

増
加
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
異
常
気
象
は
、
将
来
の

問
題
で
は
な
く
、
今
の
問
題
で
す
。

　

日
本
各
地
で
は
、
地
震
や
噴
火
、

台
風
や
集
中
豪
雨
、
猛
暑
に
よ
り
、

大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
貴
い
生

命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　

��

や
っ
て
く
る
」

　

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
近

頃
は
、
忘
れ
な
い
う
ち
に
次
か
ら
次

に
災
害
が
起
き
て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
こ

れ
ら
の
災
害
に
備
え
、
９
月
16
日
、

城
山
総
合
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
二

本
松
地
域
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
大
規
模
地
震
を

想
定
し
、
人
命
救
助
、
避
難
誘
導
、

防
災
・
救
出
な
ど
の
自
然
災
害
対

応
訓
練
と
な
り
、
関
係
機
関
の
皆

さ
ま
や
、
市
民
の
方
々
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

「
自
分
の
安
全
は
、
自
分
で
守
る
」

「�

地
域
の
安
全
は
、
地
域
住
民
自

ら
守
る
」

　

い
ざ
災
害
が
起
き
た
と
き
、
こ

れ
ら
の
自
助
・
互
助
・
共
助
の
精

神
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
二
本
松

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
消
防
防

災
機
器
や
施
設
の
整
備
、
機
動
力

の
充
実
強
化
、
危
機
管
理
体
制
や

初
動
体
制
の
強
化
、
災
害
時
の
連

絡
体
制
の
強
化
、
防
災
ラ
ジ
オ
や

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
な
ど
、

積
極
的
に
施
策
を
講
じ
、
災
害
に

強
い
防
災
都
市
・
二
本
松
づ
く
り

に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

二本松市長
三保　恵一

市
民
と
と
も
に
。

『
安
全
で
安
心
し
て

　  

暮
ら
せ
る
ま
ち 

二
本
松
』

今年の春季検閲時の観閲の様子


